
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新平通信Ｒ４.１ 

  
【令和３年度第３回企画展併催】 

 

令和３年のＮＨＫ大河ドラマ「青天を衝け！」。終盤、駆け足になりました。関東大震災の場面が、最も後藤新平登場

の可能性が高いと思って見ていましたが・・・。１７歳の年の差のある２人の関係。台湾時代から資料を紐解きました。 

  

渋沢栄一は１８４０年、後藤新平は１８５７年生まれ。２人が業務上交わるのは、後

藤新平台湾総督府民政長官時代から。この時、後藤新平４１歳、渋沢栄一５８歳。 

１８９８年（明治３１）<台湾総督府民政長官>台湾銀行創立委員・台湾製糖会社創立 

１９０６年（明治３９）<南満州鉄道総裁>満鉄創立委員 

１９０８年（明治４１）<逓信大臣兼鉄道院総裁>唐紹儀一行歓迎会へ招待 

・大日本製糖疑惑事件で渋沢を擁護 

１９２０年（大正 ９）<東京市長>東京市長実現に尽力・ビーアド博士歓迎会へ招待 

１９２３年（大正１２）<内務大臣兼帝都復興院総裁>依頼に応じ罹災者救援 

 ・帝都復興審議会委員  

  

当館佐々木菖子学芸調査員による解説会。参加者総数１３名。

椎名選挙事務所解体に伴う関係資料の調査の際に出てきた、「新

聞小説『大風呂敷』の挿絵原画１２点」の企画展解説です。発見の

際のエピソードに加え、１点毎の描写場面を丁寧に解説しました。 

後藤新平人脈考⑥ 
シリーズ 

Ｒ３．１２.１７～R４.３.１３ 

 

 

この時の委員任命者は１２名。

渋沢栄一・大倉喜八郎・安田善

次郎に加え、高橋是清の名前も

見られる。 

  

Ｓ３.８「福徳圓萬の長者渋沢子爵の

米寿を迎へられ候ことは言葉の限りを

盡しても祝し足らぬ心地致候・・・・・・」

で始まる新平の挨拶原稿。 

M44.11.21 

 T11.9.16    

「ＯＵＲ ＷORLD掲載写真」 

ビーアド博士左隣が渋沢、右端が新平。 

 

「日露協会の寄付金のことについて

は、正金銀行も郵船会社もＯＫ・・・・」 

R4.1.9 R3.12.7 

１９名の一行が、当館並びに城跡・武家住宅

資料館・椎名悦三郎宅跡・高野長英生誕地・斎

藤實記念館と、吉小路を巡りました。写真右端

は、武家住宅資料館を解説する千田良和館長。 

館 


